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1.自主研究「IT活用による生活向上の可能性」     
「ＩＴ活用による一般住民の社会生活向上の 
        可能性について」の研究状況 
 
                    （財）和歌山社会経済研究所 
研究部長 糀 谷 昭 治 
 
 ＩＴの活用に関する調査研究は多いが、主として企業や地
域の活性化の視点、或いは一般住民に対しては、今の使用状
況･将来使用するかどうか･希望するコンテンツは何かなどの
視点で行った研究が殆どである。今回、地域経済研究機構で
は「ある意味では手段に過ぎないＩＴ」を活用することによ
って、社会生活の利便性が向上するのは当然としてこの状況
を調査想定しつつも、真の意味で「一般住民の社会生活向上
の可能性」は有るのか、有るとすればどのようにＩＴを活用
しなければならないのかを合わせて研究している。 
 
１．研究メンバー 
研究リーダー (財)和歌山社会経済研究所 糀谷 
事 務 局  商工会議所 矢田課長 
       和歌山大学 笠井助手 
研究メンバー 和歌山大学 岩田･大津助教授  
辻本･重井講師 
       商工会議所 西山室長 中浴主事 
       和歌山県 （瀧本班長）川口主査 
       和歌山市       太田班長 
       ＮＴＴ西日本     大谷室長 
       (財)和歌山社会経済研究所 
  （北主任研究員）   
*（ ）は移動 
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２．研究経緯 
 開催月日 主たる研究内容 主な資料 
第１回 H13.8.3 研究調査計画の検討 研究調査計画(案) 
第２回 H13.9.7 
和歌山の現状と将来予
測 
和歌山情報基盤の現状と整
備計画 
第３回 
H13.11.2 
(長時間討議) 
IT 関連新技術の動向 
電子自治体の内容と各地自
治体の動向 
和歌山県内の取り組み状況 
IT の進歩と新サービス 
新技術の予測 
IT ｺﾝﾃﾝﾂ 
情報基盤整備､電子
自治体構想内容と各
地の状況 
ITS ･医療･教育･福
祉･流通･金融などの
動向 
第４回 H14.2.8 
基本的論点をどうするか 
視察先進地の候補地検討 
基本論点に係る各種
資料 
先進地の状況 
第５回 H14.3.8 
視察先進地の状況と質問事
項の確認 
基本的論点の継続検討 
各地への質問事項 
第 1～4回まとめ資料 
第６回 H14.4.5 
先進地視察結果の確認 
都市部と過疎部の IT 活用生
活の想定 
視察結果の報告書 
各種新サービスとライ
フスタイル 
第７回 H14.6.14 
我々自身が IT をどう使うか 
（本音トーク） 
和歌山各地のライフ
スタイル 
岡山県 岡山県･岡山市･新見市 先進地 
視 察 
H14.3.18 
-H14.3.20 広島県 君田村･吉和村･㈱マツダ 
今後、２回開催して７月終了、8月報告書をまとめの予定 
 
３．調査研究の内容 
(１) 現状の和歌山社会経済の実態と問題点、社会経済環境の
将来変化を調査、想定する。特に和歌山の地域特性を明
確にする。 
(２) 通信基盤整備とＩＴ関連技術の将来想定及び実現が想
定されるＩＴを活用した社会とライフスタイル 
(３) ＩＴの進歩と活用で実現する理想的な社会(高度情報通
信ネットワーク社会形成基本法やその他で語られている
理想的な社会)、及び最低限実現すべき社会を想定する。
そして、それぞれの社会を実現するための問題点と課題
を検討、整理する。 
(４)このせめて最低限実現すべき社会が達成された時に、こ 
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の高度情報化社会が持つであろう問題点と課題を検討、
整理する。 
 (５)上記を踏まえて､ＩＴの活用によって一般市民の真の
意味での社会生活向上の可能性があるのかを考察する。 
 
４．基本的な考え方 
一般住民の社会生活の向上とは、ＩＴなどの利用による利
便性の向上などが当然考えられるが、基本的には「安全で衣･
食･住･健康など生活の心配が将来的にも無く､物質的にも精
神的にもより豊かな生活を、より確実におくることが出来る
ようになること」であろう。このためには、社会生活の基本
となる雇用・年金・健康保険などがしっかりと保証されてい
ることが必要である。しかしながら、少子高齢化･人口減少と
いう社会経済システム基盤が大変動する時期を迎える前に、
すでに雇用・年金・保険などの基本システムがおかしくなっ
ているのが現実である。そして根本的な対策を打つにもお金
がなく、先送りしても生産年齢人口が減少するので、この事
態はますます深刻になる一方である。結局、単にＩＴを利用
するだけであれば、一般住民の社会生活は逆に低下すること
は確実である。この深刻な問題解決のためにどのようにすれ
ば、ＩＴの持っている大きな力を発揮させることが出来るの
か、ＩＴの役割は何なのかなどを考察、整理することが重要
である。 
従って、一般住民の社会生活向上のための本質的な対策、
これは取りも直さず遅々として進まない「聖域なき構造改革
の推進と実現」であるが、このためにＩＴを如何に活用すべ
きか、活用できるのか、ＩＴが力を発揮できる条件は何なの
かなどの視点から検討している。 
真の構造改革が進まなければ、行政をはじめとした新しい
時代に対応できない種々の日本型システムが維持され、その
結果、如何にＩＴを活用しても一般住民の社会生活は低下す
ることになるであろう。 
しかし、新しい時代に適応できないこれらの日本型システ
ムが維持されている根本原因のひとつが情報の独占にあると
思われるので、手段には過ぎないＩＴの活用が重要なカギと 
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なる。失われた 10 年、そして今なお続いている効果のない
公共事業費を社会生活向上のための有効な事業に集中して投
資するために、どのような情報を取得し､分かりやすく整理し､
どのような手段で､誰に発信するか。このような真の情報公開
をもとにして効果のある政策決定するために住民の合意形成
をどう図っていくのかが重要で、これらを可能にするのがＩ
Ｔの秘めた力そのものであると考え、議論を進めている。 
 
５．ＩＴ研究会の内容抜粋～ある家族のライフスタイルから～ 
・公的支援がなく､128KbtのIDSLが整備される中辺路町民
のライフスタイル 
人物像 プロフィール IT を使うある一日 
夫 
農業 
(58才) 
化学肥料や農薬を使った農
業から有機農業への転身を図
り、7 年目。環境を考える消費
者にターゲットを絞り、HP 上で
農作物の販売を行なう。 IT 技
術は大学卒業後中辺路に帰っ
てきた息子からを教えてもら
い、今では地域情報化推進の
リー ダーとして頭角を現すまで
になった。現在はボランティアと
して地域住民に IT 技術を教え
ている。  
有機農業の農家と新しい農
法など ML で情報交換を行な
う。また、農作物販売用のサー
バを立ち上げ、在庫の管理・確
認、商品の宣伝、発送手続など
の顧客管理を行い、ITを駆使し
た直接販売は軌道に乗り出し
ている。 
また、環境を考える NPO 諸
団体とネットワーク上で連携を
組み、農作物に関する環境問
題を集約した HP の作成を行
う。 
長男 
語り部 
(28才) 
大学卒業後、下落した土地
を購入し、実家近くに自分たち
で建てた一軒家に住む。世界
遺産に登録された熊野古道を
守る会の事務局で働く。熊野古
道の広報活動を行う一方、観
光客の急激な増加に対応すべ
く、古道周辺の環境保全や安
全性の確保に携わる。 
世界遺産に登録された熊野
古道を世界に PR する為、鳥の
鳴き声や風の音などの自然の
音を満載した HP を数カ国語で
作成。HP は毎月更新し、熊野
古道の名所のライブ中継、特定
の名所の特集などを行い、アク
セス数をのばしている。また、自
動翻訳機能を駆使し、外国から
の問い合わせのメールに返答し
ている。 
妻 
民宿 
経営 
(28才) 
大学で出合った長男と熊野
古道を通して付き合う。熊野古
道にひかれ、中辺路で生活す
ることを決意。中辺路に来る前
に働いていた旅行会社での観
光開発のノウハウを見込まれ、
民宿経営を任されるようになっ
た。 
民宿経営者のML に加入し、
最新情報の交換を行っている。 
大学の友達とはメールで連
絡を取り合うが、友達との集まり
にも参加したい。そこで、最近
はチャットの拡大版である画像
と音声が送受信できる環境を少
しうらやましく思っている。 
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・CATVにより基盤整備が整う熊野川町民のライフスタイル 
人物像 プロフィール IT を使うある一日 
おじい
ちゃん 
(75才) 
林業を営む生活が一段落し、
ゆっくり過ごす毎日。健康の調
子が芳しくないときには、医療セ
ンターがオンラインで提供する
健康相談サービスを利用してい
る。 
月に１,２回、林業体験の講師
をボランティアで務め、森の間
伐方法を教えている。また、趣
味の川釣りを思う存分楽しむ毎
日を送っている。 
地域のIT 推進役の人達の
サポートを得て、趣味の釣り
情報満載の HP を立ち上げ
た。HP に設けた掲示板を通
して全国に釣り友達ができ
た。 
疲れがたまってきた時に
は、ネットワークを用いた健康
相談を受けている。いざという
ときにも蓄積された健康相談
のデーター が活用されるた
め、安心である。 
夫 
和大 
教授 
(45才) 
和歌山大学が和歌山県の紀
南地域にサテライトを設置した
のに伴い、紀南に住居を移し、
10年が経った。週1回は和歌山
市の和歌山大学で授業をし、週
2回は田辺で授業を行なってい
る。 
月 1 回、生活環境の改善に
ついて話し合う会が行われるた
め、夫婦交代で参加している。 
また、自宅にいる 3 日間は家
事担当。冷蔵庫に内蔵されてい
る献立の画像を触れるだけで、
作り方や食材が出てくるので食
事作りにはまっている。 
各機関が発行する報告書
も多くのものが電子化され、ネ
ットワー クを介して手に入れる
ことができるようになり、大学
でも自宅でも研究環境は変わ
らない。自宅から行なう情報
収集の時間はかなり減少した
が、大量にある情報の中から
必要な情報を選択するのに
時間がかかるようになった。 
また、ゼミ生には個別にメ
ールで研究指導を行なう一
方、インターネットを介したテ
レビ会議システムを利用し
て、随時研究相談を受けてい
る。 
妻 
デザイ
ナー 
(45才) 
熊野川町において通信基盤
が整ってきたことにより、デザイ
ナーの資格を活かし再び働き始
めた。デザインの仕事場は、近く
の高速通信基盤が整備された
サテライトオフィスと自宅との選
択性である。オフィスまでの距離
は近いため、気分転換に通勤
することにしている。 
また、以前は買い物一つを取
っても店が少なく、不便だった
が、最近は日用品の購入もHP
で行ない、配達してもらうことが
できるようになり、働きやすくなっ
た。 
システムキッチンに内蔵さ
れているインターネット機能を
活用し、献立を考える。献立
に必要な食材はインターネッ
トを通して購入。手動設定に
より夫婦や家族で考える事も
できる。 
オフィスではデザイン依頼
の引受け、コンピュータを用
いてのデザイン製作、注文デ
ザインの送信を行なってい
る。能力が認められ、かねて
から構想中であった熊野川町
の自然をモチーフにしたデザ
インの作成、３DCG の作成が
依頼された。 
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人物像 プロフィール IT を使うある一日 
長男 
中 2 
(14才) 
高校の学区制は完全になく
なり、選択肢が増えたため、イン
ターネットで情報収集を開始。
情報収集の結果、和歌山市の
高校と地元の高校に興味を持
ったが、決めかねている。 
学校では外国との通信授業
があり、情報関係の授業は必修
となった。自宅ではインターネッ
ト塾の講座を受けている。 
コンビニがなく、２日遅れで
しか手に入らなかったマンガ
雑誌がインター ネット上で配
信されるようになった。 
模擬試験はインターネット
上で受けることができる。が、
ついつい部屋の参考書が気
になってしまうため、一度テス
ト会場での模擬試験を受けて
みようとも思っている。 
次男 
小 6 
(12才) 
通信基盤が整っている熊野
川町では小学校の総合学習の
時間でパソコンを使った様々な
取り組みを行っている。授業も
本校との通信授業を行ってい
る。最高学年になり単に情報を
集めるのではなく、情報発信を
行う授業が多くなった。 
小学校の１年生から総合の
時間でディベートやインター
ネットを用いた情報収集・情
報発信・HP 作成などを行って
きた。最高学年となった今年
はその集大成として外国との
公開ディベートを行う予定。 
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